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編 集 後 記
平成26年度の『人間社会学部紀要』は，4学科から7本の「論文」，1本の「研究ノート」，2本
の「資料」を掲載することができました。教育や学科運営に邁進される先生がたが，研究において
も真摯に取り組んでいる証左として，嬉しい限りです。先生がたの研究への取り組みは，国内外で
の学会活動や学術雑誌，著作に示される研鑽からも窺うことができます。これらの研究への意欲は，
教育に熱心に取り組む姿勢と共に，今後一層応援していきたいと思います。多忙な中，ご投稿くだ
さった先生がた，編集委員の先生がたのご尽力に感謝いたします。（志摩）
心理学科からは，今号へ論文1本，資料2本の投稿があり，厳正な査読を経て掲載となった。執
筆者，査読者の先生方に御礼申し上げる。心理学科では，2月末に「心理学科交流会」（卒業生，在
学生，教職員が参加）の開催を予定している。これに併せて，昨年度に引き続き，卒業生がメンター
として在学生のキャリア相談を行う「心理学科メンターフェア」と，ならびに，卒業生と在学生の
生涯にわたるキャリア開発の支援としてキャリアデベロップメントアドバイザーによる個別面談も
行う予定である。このように，卒業生の力を借りつつ，卒業生に対するキャリア開発支援も継続的
に行っていきたい。（島谷）
福祉社会学科からは，荻野論文，南野研究ノートの若手研究者2名の投稿を頂いた。荻野論文は，
専門家にとって「守秘義務」という当たり前の倫理原則を取り上げている。実践の前提条件として
いる倫理原則ではあるが研究においても実践においても問題は潜在化されたまま放置されている。
法学という観点から切り込み今後議論を呼ぶ先端研究である。また，南野研究は，社会問題である
保育問題に対する量の研究だけではなく，質の問題として障害児や乳幼児の個別ケアに対する実態
とその効果に関する調査を行っている。この研究も政策や制度のはざまの問題を取扱い，実態調査
から政策転換へと期待される先端研究である。（高橋）
現代教養学科では，昨年度の新学部新学科の編成にともない，図書館学課程関連の教員，助教
が加わり，学科の研究人員が充実された。また，昨年度よりスタートした社会科学諸分野にわたる
3つのスタディーズによる教育が本格化し，学科と教員がそれぞれのスタディーズの教育を意識し
た実践と研究を行っている。そのなかで，本号『紀要』には，日本国内におけるソーシャルメディ
アと関連分野との関係，EUの東方拡大と視聴覚領域における中東欧加盟申請国の対応，英語教育
の問題，アジアの特定の民族の重要な文献資料について考察した論文四編の投稿があった。年末と
いう厳しい時期の締め切りではあるが，積極的な投稿を受け，それを厳正に査読したうえでの掲載
である。（フフバートル）
初等教育学科からは論文一編の投稿があり，厳正な査読を経て掲載の運びとなった。刊行までお
世話にあずかった各氏にお礼申しあげたい。初等教育学科の中には四年前の東日本大震災の被災県
からの学生もいる。若いながらも大きな困難を乗り越えた今，大学で学ぶことを何よりの喜びとし
てほしいと願っている。来年度，初等教育学科は短大から学部になって十年を迎える。毎秋の秋桜
祭には卒業生が大勢学科を訪れ，保育，教育の現場で日々格闘する様子を聞かせてくれる。私たち
教員は，在学生一人一人を学問研究，現場での実践を通じて自立させ，卒業後，社会の一員として
力を発揮できる人材になるよう専念する次第である。（豊田）
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